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学習評価について（総合的な探究の時間）
観点別学習状況の評価の観点の整理
資質・能力の三つの柱に基づいた目標や内容の再整理を踏まえて，観点別学習状況の評価
の観点については，小・中・高等学校の各教科等を通じて，「知識・技能」「思考・判断・表現」
「主体的に学習に取り組む態度」の３観点に整理されました。
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総合的な探究の時間の目標・内容・学習活動の
関係

各学校において定める内容は、 目標を実現するにふさわしい探究課題 と
探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力の２つからなります

「総合的な探究の時間」は、他の教科・科目等のように、どの学年で
何を指導するのかという内容が学習指導要領に明示されていません。
したがって、内容は‘学校ごとに定める’ことになります

知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に
取り組む態度

探究の過程におい
て，課題の発見と解
決に必要な知識及
び技能を身に付け，
課題に関わる概念
を形成し，探究の意
義や価値を理解して
いる。

実社会や実生活と
自己との関わりから
問いを見いだし，自
分で課題を立て，情
報を集め，整理・分
析して，まとめ・表現
している。

探究に主体的・協働
的に取り組もうとし
ているとともに，互
いのよさを生かしな
がら，新たな価値を
創造し，よりよい社
会を実現しようとし
ている。

学習評価は、「内容のまとまりごとの評価規準」を作成し、それを
もとに単元全体を見通し「単元の評価規準」を作成して行います。
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指導と評価の計画 例

総合的な探究の時間 事例１
キーワード 指導と評価の計画，三つの観点の評価，評価結果の総括，指導計画
の評価・改善

単元名
町民の健康寿命を延ばすために
～地域住民と共に取り組めること～
（第３学年）

《授業例》
探究課題

「町民の健康に関する問題と，健康寿命の改善に向けた具体的な取組」

１ 単元の目標

２ 単元の評価規準

３ 指導と評価の計画【指導計画（全３５時間）】

４ 観点別学習状況の評価の総括

内容のまとまり
「福祉」「健康」（全３５時間）

町民の健康や福祉を向上するための活動を通して，わが町の福祉は様々な人や組織が関わり
合って成り立っていることや，持続可能な取組を創造していくことの意義や価値について理解す
るとともに，健康寿命を延ばすための方策を科学的根拠に基づいて考察し，自他を尊重する精
神をもちながら様々な世代が健康に暮らす社会を共に実現しようと行動できるようにする

「知識及び技能」、「思考力，
判断力，表現力等」、「学びに
向かう力、人間性等」の３つ
の資質・能力を盛り込んだ目
標になっている

「総合的な探究の時間の記録については，この時間に行った学習活動及び各学校が自ら定めた
評価の観点を記入した上で，それらの観点のうち，生徒の学習状況に顕著な事項がある場合など

にその特徴を記入する等，生徒にどのような力が身に付いたかを文章で端的に記述すること」と
されている。記述に当たっては，単なる活動のみにとどまることがないよう留意する必要がある。

学習活動 観点 評価
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知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に
取り組む態度

高齢者とともに取り組むトレーニングでは、
各種の統計調査や先行研究などから、健康寿命
を延ばす効果と安全を理解し、科学的な根拠を
持ったトレーニングの内容と方法を考えた。持
続可能な自己の取組を明らかにして、今後も高
齢者の健康寿命を延ばすために貢献しようとし
ている。

《生徒指導要録への記述》

このような評価の根拠となった評価場面
や評価資料については、「参考資料」
ｐ５３～ｐ５８を参照

複数の評価資料をもとに評価する
とよい

丸数字は左記の「２ 単元の評価規
準」に一致

《例》


